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市議会だより
たつの



令和5年

定例会
12月

会期／
11月30日〜12月21日　
22日間

定例会で審議した議案

原油価格・物価高騰対策に関する補正内容
●電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事業
　　　 　 　 　 　 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �5億1,418万4千円
　住民税非課税世帯に対し、１世帯当たり７万円の支援給付金を支給します。

●介護サービス事業所等総合緊急対策支援事業��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �3,681万6千円
　介護サービス等への影響の軽減を図り、利用者負担の増加を防ぐため、介護
サービス及び障害福祉サービス事業所等を支援します。

●コミュニティバス等運行事業��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �34万5千円
　市民の移動手段を確保するため、便数等を維持して運行に取り組む路線バス
事業者を支援します。

●交通事業者運行支援事業��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �197万2千円
　地域公共交通網を維持するため、運行に取り組む交通事業者を支援します。

●介護タクシー事業者運行支援事業��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �61万2千円
　福祉サービスを維持するため、運行に取り組む介護タクシー事業者を支援し
ます。

●農畜産業総合緊急対策支援事業��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �1,020万円
　農畜産業の事業活動への影響の軽減を図るため、市内の農畜産業者を支援
します。

●林業総合緊急対策支援事業��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �25万円
　林業の事業活動への影響の軽減を図るため、市内の林業者を支援します。

●水産業総合緊急対策支援事業��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �147万2千円
　水産業の事業活動への影響の軽減を図るため、市内の水産業者を支援します。

同意案件� 22件
条例制定・改正� 3件
補正予算� 4件
そ の 他� 3件

市長提出議案

　今回の補正は、人事院勧告及び人事異動等に伴う人件費の補正や、国による
「デフレ完全脱却のための総合経済対策」として、住民税非課税世帯に対する
支援に伴う事業費の追加など、緊急やむを得ない事情により補正を必要と
するもので、一般会計で総額１３億２５万６千円の補正予算を可決しました。

このようなことが決まりました

で全 一会 致

会計名 補正額 補正後の予算総額
一般会計 13億25万6千円 388億5,136万1千円

国民健康保険事業特別会計 217万7千円 85億 548万4千円

後期高齢者医療事業特別会計 △29万4千円 12億5,929万9千円

介護保険事業特別会計 522万4千円 70億1,585万4千円

令和5年度各会計別補正予算の内容

補
正
予
算
を
可
決
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小
中
一
貫
整
備
事
業

仮
設
校
舎
を
取
り
壊
し
た
跡
地
の

活
用
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

令
和
10
年
３
月
ま
で
仮
設
校
舎
を

使
用
し
、
そ
の
後
は
新
宮
こ
ど
も
園
を

仮
設
校
舎
跡
地
に
移
転
予
定
で
あ
る
。

学
校
施
設
修
理
事
業

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

の
割
合
は
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

か
。

今
年
度
の
洋
式
化
工
事
が
終
わ
れ

ば
、
71
％
に
な
る
。
県
で
は
、
令
和
４
年

度
末
で
71
．
7
％
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ

県
に
近
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

12月定例会令和5年  第5回 

高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業

ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
高
校
生

等
の
医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
保
険
適
用
と

な
っ
た
こ
と
が
、
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

妊
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

不
妊
治
療
を
受
け
た
方
の
、
そ
の

後
の
実
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
４
年
度
の
実
績
は
、
75
名
が
治

療
を
受
け
、
妊
娠
に
至
っ
た
方
が
46
名
、

出
産
に
至
っ
た
方
が
27
名
で
あ
る
。

風
し
ん
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種

助
成
事
業

風
し
ん
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
を

受
け
た
人
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

令
和
４
年
度
時
点
で
、
対
象
者
の

う
ち
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
方

が
36
．
５
％
、
予
防
接
種
の
接
種
率
が

12
．
６
％
で
あ
る
。
抗
体
が
あ
る
方
は
予

防
接
種
を
受
け
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な

割
合
と
な
っ
て
い
る
。

鹿
・
猪
等
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

鹿
や
猪
の
被
害
は
大
き
く
、
議
員

や
自
治
会
へ
の
相
談
も
多
い
。
市
と
し

て
の
対
策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

被
害
状
況
は
、
令
和
２
年
度
は
約

800
万
円
、
令
和
３
年
度
は
約
１
千
200
万

円
と
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
年

度
は
新
規
事
業
と
し
て
、
自
治
会
単
位

で
金
網
柵
等
の
補
修
や
、
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
な
ど
を
設
置
す
る
た
め
に
、
上
限

20
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
農
家
や
自
治
会
な
ど
か
ら
、
地
域

の
実
情
を
聞
き
、
迅
速
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

水
産
業
総
合
緊
急
対
策
支
援
事
業

海
の
問
題
は
、
幅
が
広
く
専
門
的

で
難
し
い
の
で
、
県
等
と
連
携
し
、
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

県
庁
の
水
産
漁
港
課
や
各
関
係

課
、
漁
港
の
所
管
で
あ
る
姫
路
農
林
水

産
振
興
事
務
所
な
ど
を
訪
問
し
、
指
導

を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
担
当
課
長
等

と
情
報
交
換
に
努
め
て
い
る
。

住
民
参
画
型
森
林
整
備
事
業

ど
の
よ
う
な
事
業
内
容
な
の
か
。

ま
た
、
地
域
団
体
が
森
林
整
備
の
た
め

に
申
請
を
出
せ
ば
、
個
人
の
山
で
も
対

象
に
な
る
の
か
。

地
域
住
民
団
体
が
自
発
的
に
実
施

す
る
森
林
整
備
事
業
に
対
し
て
、
資
材

等
の
支
援
を
行
う
も
の
で
、
県
の
10
分

の
10
の
補
助
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
個

人
の
山
で
も
同
意
書
を
い
た
だ
け
れ
ば

対
象
に
な
る
。

道
路
新
設
改
良
事
業

地
元
か
ら
道
路
の
改
修
や
新
設
の

要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

要
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、
現
地
を
確

認
し
、
道
路
用
地
の
協
力
が
必
要
な
場

合
に
お
い
て
は
、
用
地
提
供
い
た
だ
け
る

と
こ
ろ
を
優
先
的
に
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
代
替
道
路
が
な
い
と
こ
ろ
、
交
差
点

の
危
険
な
と
こ
ろ
等
を
優
先
的
に
実
施
し

て
い
る
。

補正予算は、予算決算特別
委員会の各分科会で審査し
ています。ここでは、

緑文字
総務生活分科会

橙文字
福祉文教分科会
青文字
経済建設分科会
での主な質疑を掲載してい
ます。
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農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
令
和
５
年

12
月
19
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、

19
名
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

�

（
50
音
順
）

【
新
任
】

石
田  

政
行  

氏
（
新
宮
町
時
重
）

井
上  

昇
造  

氏
（
新
宮
町
善
定
）

井
上  

親
志  

氏
（
新
宮
町
北
村
）

河
井  

由
一  

氏
（
新
宮
町
井
野
原
）

酒
井  

幸
男  

氏
（
揖
保
川
町
袋
尻
）

瀧
口  

節
子  

氏
（
揖
保
川
町
新
在
家
）

田
淵  

大
勝  

氏
（
御
津
町
黒
崎
）

苗
村  

武
大  

氏
（
揖
西
町
北
沢
）

福
田  

敏
和  

氏
（
御
津
町
苅
屋
）

前
田  

喜
代
和  

氏
（
揖
保
川
町
半
田
）

松
田  

泰
政  

氏
（
揖
保
川
町
神
戸
北
山
）

松
本  

有
史  

氏
（
誉
田
町
福
田
）

森
下  

長
幸  

氏
（
揖
西
町
清
水
）

【
再
任
】

猪
澤  

敏
一  

氏
（
揖
西
町
北
山
）

岩
田  

き
ん
子  

氏
（
御
津
町
中
島
）

眞
殿  

利
晴  

氏
（
龍
野
町
大
道
）

水
田  

達
實  

氏
（
揖
保
町
東
用
）

三
村  

誠 

　 

氏
（
神
岡
町
沢
田
）

八
木  

正
邦  

氏
（
新
宮
町
上
笹
）

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、
本
市

に
設
置
さ
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
の

う
ち
、
１
名
の
任
期
が
令
和
５
年
12
月

31
日
に
、
２
名
の
任
期
が
令
和
６
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、

新
た
に
１
名
、
引
き
続
き
２
名
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
新
任
】

磯
部  

公
一  

氏
（
御
津
町
室
津
）

【
再
任
】

梅
本  
光
子  

氏
（
揖
西
町
住
吉
）

竹
添  
昭
弘  
氏
（
揖
保
町
東
用
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

同
意
案
件

地
方
独
立
行
政
法
人

た
つ
の
市
民
病
院
機
構

の
定
款
を
一
部
変
更

議案等の名称 議案の説明

市　

長　

提　

出

同　

意

たつの市農業委員会委員任命の同意を求めることについて
上記のとおり

人権擁護委員候補者推薦の意見を求めることについて

条　
　
　
　
　

例

たつの市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制
定について

令和５年８月７日付けの人事院勧告を受け、勧告どおり給与改定を
実施し、国と同様の給与制度とするため、関係する条例等について
所要の改正を行います。

たつの市行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定について

令和６年秋にマイナンバーカードと保険証が一体化され、健康保険
証が廃止されることに伴い、医療費の支給に関する事務について、
個人番号を利用して健康保険の資格情報を取得できるように、所
要の改正を行います。

たつの市手数料条例の一部を改正する条例制定について
本籍地以外の市区町村での戸籍証明書等の交付や、オンライン上
での行政手続に利用可能な戸籍電子証明書等を発行するため、当
該手数料条例について、所要の改正を行います。

そ
の
他

指定管理者の指定について（たつの市福祉会館 外21施設）
指定管理の期間が令和６年３月３１日に満了するため、条例に基づ
き、公募によらない指定管理者の候補者選定を行い、たつの市福
祉会館外２１施設の指定管理者を指定します。

地方独立行政法人たつの市民病院機構定款の一部変更につ
いて 上記のとおり

地方独立行政法人たつの市民病院機構第2期中期目標の策定
について

令和６年度から第２期目の業務を開始する地方独立行政法人たつ
の市民病院機構に対し、市長が達成すべき業務運営に関する指針
となる中期目標を定めて、指示するものです。

令
和
５
年
度
補
正
予
算

たつの市一般会計補正予算（第6号）

２P、３Ｐのとおり
たつの市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

たつの市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

たつの市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

●令和5年第5回定例会　全会一致で可決等した議案

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
休
止
し
て
い
る

介
護
老
人
保
健
施
設
ケ
ア
ホ
ー
ム
み
つ

を
、
本
年
度
を
も
っ
て
業
務
を
廃
止
し
、

定
款
か
ら
削
除
し
ま
す
。

ケ
ア
ホ
ー
ム
み
つ
は
解
体
す
る
の

か
、
利
活
用
す
る
の
か
、
方
針
を
教
え

て
欲
し
い
。

ケ
ア
ホ
ー
ム
み
つ
は
解
体
し
、
更
地

に
し
た
後
、
市
民
病
院
の
駐
車
場
と
す
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。
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YASUKO  KOEZUKA

肥塚 康子 議員

YUZURU  HORI

堀　　讓 議員

　
子
ど
も
に
と
っ
て
何
が
一
番
大
切
な

の
か
と
の
観
点
か
ら
、
多
方
面
か
ら

の
学
び
に
つ
い
て
以
下
を
問
う
。

	

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て

	

小
・
中
学
校

で
の
社
会
科
及
び

人
権
学
習
や
道
徳

の
中
で
、
学
習
の

題
材
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
。

	

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

を
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
募
集

す
る
こ
と
に
つ
い
て

	

プ
リ
ン
ト
類
の
印
刷
や
仕
分

け
、
行
事
の
準
備
等
、
学
校
業
務
の

一
部
を
担
う
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
は
な
く
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
雇
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

	

デ
ジ
タ
ル
副
読
本
に
つ
い
て

	
「
わ
た
し
た
ち
の
た
つ
の
市
」
を

市
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
、
主
に
小
学
３
・

４
年
生
で
活
用
し
て
学
ん
で
い
る
。

	

中
学
校
で
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
の
実
習
に
つ
い
て

	

中
学
１
年
生
の
技
術
・
家
庭
科

Q
R

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

	

増
え
続
け
る
非
正
規
職
員
の
、

処
遇
改
善
を
目
的
に
で
き
た
制
度
で

あ
る
が
、
雇
用
の
不
安
定
さ
が
増
す

な
ど
、
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い

る
。
福
利
厚
生
等
を
含
め
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
処
遇
は
改
善
さ
れ
て

い
る
の
か
。

	

日
給
・
時
給
制
を
、
給
料
表
に

基
づ
く
月
給
制
と
し
、
新
た
に
期
末

手
当
を
支
給
す
る
等
の
制
度
変
更
を

し
た
。
福
利
厚
生
に
お
い
て
も
、
産

前
産
後
休
暇
、
短
期
介
護
休
暇
等
の

特
別
休
暇
を
有
給
化
し
、
正
規
職
員

と
同
様
に
す
る
な
ど
、
処
遇
改
善
に

努
め
て
い
る
。

	

専
門
性
や
継
続
性
が
求
め
ら

れ
る
資
格
を
有
す
る
職
種
は
、
正
規

職
員
が
当
た
り
前
だ
と
考
え
る
が
、

非
正
規
職
員
を
任
用
す
る
の
は
な
ぜ

か
。	

職
員
定
員
適
正
化
計
画
及
び
職

員
採
用
計
画
に
基
づ
き
、
専
門
職
の

確
保
に
取
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

の
授
業
で
学
習
を
行
い
、
調
べ
た
こ

と
の
ま
と
め
や
、
意
見
交
流
に
活
用

し
て
い
る
。

	

望
ま
な
い
妊
娠
を
防
ぐ
た
め
の

外
部
講
師
に
よ
る
性
教
育
に
つ
い
て

	

現
在
、
す
べ
て
の
中
学
校
で
保

健
師
・
助
産
師
に
よ
る
授
業
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

	

外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
支
援
に
つ
い
て

	

現
在
、
多
文
化
共
生
サ
ポ
ー

タ
ー
や
日
本
語
理
解
指
導
員
を
派
遣

す
る
ほ
か
、
国
際
交
流
協
会
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
学
習
や
学
校
生
活

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

	

読
書
通
帳
の
配
布
に
つ
い
て

	

読
書
通
帳
の
図
書
館
離
れ
へ
の

効
果
は
限
定
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
に
好

評
な
移
動
図
書
館
な
ど

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

	

童
謡
Ｃ
Ｄ
の
活
用
方
法
や
童
謡

イ
ベ
ン
ト
へ
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加

に
つ
い
て

	

学
校
内
で
Ｃ
Ｄ
の
活
用
を
働
き

か
け
て
い
る
。
来
年
度
40
回
を
迎
え

る
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
童
謡
と
親
し
む
機
会
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

人
口
減
少
や
民
間
企
業
へ
の
流
出
等

に
よ
り
、
正
規
職
員
を
確
保
で
き
て

い
な
い
職
種
に
関
し
て
、
会
計
年
度

任
用
職
員
を
任
用
し
て
い
る
。
今
後

の
採
用
に
つ
い
て
は
、
有
能
な
人
材

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
そ
の
方
策
を

調
査
研
究
す
る
。

地
域
防
災
対
策
に
つ
い
て

	

こ
の
地
域
で
は
、
幸
い
な
こ
と

に
、
大
き
な
災
害
は
起
こ
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
防
災
対
策
は
、
平
素

か
ら
の
取
組
み
が
大
事
で
あ
る
。
今

こ
そ
、
対
策
・
体
制
等
の
見
直
し
、

点
検
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
な
取
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
危
険
箇
所
の
点
検
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

	

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
強

化
を
図
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の

更
新
工
事
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
防

災
ア
プ
リ
の
導
入
や
避
難
所
へ
の
連

絡
手
段
と
し
て
、
Ｉ
Ｐ
無
線
機
を
配

備
し
、
避
難
所
運
営
状
況
の
把
握
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
危
険
箇

所
の
点
検
は
、
国
・
県
・
市
そ
れ
ぞ

れ
が
管
轄
す
る
箇
所
に
つ
い
て
点
検

し
て
い
る
。

Q&A 会計年度任用職員制度と地域防災について

Q&A 「多方面からの子どもたちの豊かな学び」について

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
状
況

●
災
害
時
の
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
た
つ
の
市
歌
の
活
用
に
つ
い
て

▲（公財）日本ユニセ
フ協会ホームページ
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MINA  WADA

和田 美奈 議員

TOSHIAKI  NOMOTO

野本 利明 議員

Q&A 自由な発想、柔軟な施策展開で市の課題解決を！

Q&A 公共建築物再編実施計画／空き家の利活用促進

地
方
公
務
員
の
兼
業
に
つ
い
て

	

民
間
で
は
、
ス
キ
ル
・
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
出
に
つ
な

が
る
た
め
、
副
業
・
兼
業
を
推
進
し

て
い
る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
。

公
務
員
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に

地
域
産
業
の
維
持
や
人
手
不
足
解

消
を
目
指
す
「
地
域
貢
献
活
動
」
と

し
て
推
進
し
て
い
る
自
治
体
も
増

え
て
き
て
い
る
。
休
日
や
勤
務
時
間

外
に
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
正

当
な
対
価
を
得
る
こ
と
は
、
住
民
・

市
の
双
方
に
と
っ
て
よ
い
効
果
が

期
待
で
き
る
と
考
え
る
が
、
市
の

認
識
は
ど
う
か
。

	

職
員
の
公
益
性
の
高
い
社
会
・

地
域
貢
献
活
動
へ
の
参
加
は
、
見
聞

を
広
め
、
社
会
や
地
域
の
課
題
解
決

に
必
要
な
強
み
を
育
む
等
の
観
点

か
ら
、
有
益
な
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。	

手
を
挙
げ
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、
兼
業
規
定
の
運
用
を
見

公
共
建
築
物
再
編
実
施
計
画
に
つ
い
て

	

令
和
12
年
度
ま
で
の
施
設
保
有

量
（
延
床
面
積
）
の
縮
減
率
を
目
標

20
％
と
し
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

	

令
和
４
年
度
末
時
点
に
お
い

て
、
こ
ど
も
園
化
に
よ
る
19
施
設
の

縮
減
を
含
め
、
延
べ
48
施
設
の
縮
減

を
し
た
が
、
縮
減
率
（
延
床
面
積
）

は
、
４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

新
宮
地
域
の
全
５
小
学
校
と
中
学

校
を
統
合
し
た
「
小
中
一
貫
校
」
を

令
和
10
年
に
開
校
す
る
計
画
で
、
縮

減
率
は
10
．
５
％
に
増
え
る
見
込
み

で
あ
る
。

	

基
本
方
針
で
建
替
は
、
築
後
65

年
を
目
標
に
行
う
と
あ
る
が
、
御
津

中
学
校
は
築
後
66
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
激
し
く
、
既
に
建
替
時
期
と

考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

	

校
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
今

後
、
改
築
や
長
寿
命
化
改
良
工
事
、

直
し
た
り
、
簡
単
に
利
用
で
き
る
よ

う
制
度
と
し
て
整
備
し
、
兼
業
を
推

進
し
て
い
く
予
定
は
な
い
か
。

	

職
員
、
市
、
地
域
に
と
っ
て
有

意
義
な
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
今
後
、
先
進
地
の
取
組
み
等
を

調
査
研
究
の
上
、
検
討
し
て
い
く
。

積
極
的
な
移
住
促
進
に
つ
い
て

	

新
宮
地
域
が
「
過
疎
地
域
」
に

指
定
さ
れ
て
１
年
半
が
経
過
し
、
小

中
一
貫
校
の
建
設
計
画
や
道
路
の
新

設
な
ど
の
事
業
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
住
民
主
体
の
ま
ち
お
こ
し
イ

ベ
ン
ト
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
過
疎
地
を

抜
け
出
す
た
め
の
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
見
え
な
い
。
移
住
者
を
増
加
さ
せ

る
た
め
一
貫
校
周
辺
の
道
路
整
備
や

「
お
試
し
移
住
」
な
ど
、
直
接
的
・

具
体
的
な
施
策
は
考
え
て
い
る
か
。

	

新
宮
地
域
小
中
一
貫
校
の
地
域

内
の
市
道
に
は
、
狭
小
な
箇
所
や
不

整
形
な
交
差
点
が
あ
る
た
め
、
建
設

に
併
せ
て
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、

お
試
し
移
住
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
移
住
施
策
を
調
査
研
究
し
、

よ
り
効
果
が
あ
る
事
業
に
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
く
。

御
津
小
学
校
と
の
集
約
な
ど
、
中
学

校
の
今
後
の
方
向
性
を
、
総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
。

空
き
家
の
利
活
用
促
進
に
つ
い
て

	

市
内
の
各
地
域
に
お
け
る
空
き

家
の
軒
数
の
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

	

令
和
３
年
７
月
末
時
点
で
、

市
内
の
空
き
家
数
は
合
計
２
千
251
件

で
、
龍
野
地
区
が
１
千
128
件
、
新
宮
地

区
が
415
件
、
揖
保
川
地
区
が
331
件
、

御
津
地
区
が
377
件
で
、
空
き
家
の
割

合
が
突
出
し
て
多
い
地
域
は
な
い
。

	

兵
庫
県
の
空
家
活
用
特
区
に
つ

い
て
、
そ
の
指
定
を
受
け
る
考
え
は

な
い
の
か
伺
う
。

	

特
区
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
カ

フ
ェ
や
事
務
所
へ
の
用
途
変
更
が
可

能
と
な
る
こ
と
や
、
市
街
化
調
整
区

域
に
区
分
さ
れ
る
前
に
建
築
さ
れ
た

空
き
家
を
除
却
し
て
も
、
再
建
築
が

可
能
と
な
り
、
移
住
・
定
住
の
為
の
住

宅
用
地
と
し
て
活
用
が
で
き
る
。

　

今
後
、
こ
の
制
度
を
生
か
せ
る
区

域
の
選
定
や
、
地
域
活
性
化
、
地
元
の

合
意
形
成
を
進
め
る
等
慎
重
に
取
組

み
、
先
行
事
例
の
状
況
や
地
域
創
生

の
た
め
の
用
途
変
更
等
の
影
響
を
注

視
し
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
空
き
家
法
改
正
（
令
和
５
年
12
月

13
日
施
行
）
の
市
民
へ
の
周
知

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
美
味
し
い
学
校
給
食
の
活
用
（
高

齢
者
へ
の
配
食
等
）
に
つ
い
て

0692



KAZUO  AKAGI

赤木 和雄 議員

KOICHI  MIKI

三木 浩一 議員

Q&A 来年度予算と人にやさしいまちづくりについて

Q&A 国の政策に基づく「たつの市DX推進基本計画」の進捗について問う

　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
進
め
る
政
府
ク
ラ

ウ
ド
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
を
は
じ

め
、
戸
籍
、
国
民
年
金
、
住
民
税
な

ど
、
多
く
の
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
行
政
の
効

率
化
を
図
る
必
要
性
は
理
解
す
る
が
、

海
外
の
一
企
業
に
偏
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
利

用
に
は
、
一
抹
の
不
安
を
覚
え
る
も
の

の
、
経
緯
を
考
慮
す
る
と
む
べ
な
る
か

な
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
を
問
う
。

	

３
年
計
画
で
進
め
る
「
た
つ
の

市
Ｄ
Ｘ
推
進
基
本
計
画
」
の
経
過
が

１
年
を
迎
え
る
。
そ
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

	

業
務
調
査
実
施
に
よ
り
、
315
件

の
業
務
デ
ジ
タ
ル
化
の
可
能
性
が
あ

り
、
う
ち
シ
ス
テ
ム
導
入
や
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
な
ど
176
件
、
約
56
％
が
完

了
ま
た
は
対
応
中
で
あ
る
。
本
年
度

は
「
書
か
な
い
窓
口
」
を
実
施
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
利
用
に

よ
る
申
請
書
の
作
成
や
、
事
前
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
入
力
し
、
窓
口
で

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
か
ざ
す
こ
と
で
手
続

来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

	

来
年
度
予
算
の
大
枠
が
決
ま
り

か
け
て
い
る
と
思
う
が
、
国
や
県
の
予

算
と
密
接
に
つ
な
が
る
も
の
も
多
い
。

来
年
度
の
県
の
方
針
や
施
策
で
、
今

分
か
っ
て
い
る
も
の
は
あ
る
の
か
。

	

県
は
子
育
て
・
若
者
支
援
等
を

主
要
施
策
と
し
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
既
に
事
業
を
実
施
し
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
今
後
も
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
、
補
助
事
業
の
活
用
・
財

源
の
確
保
に
務
め
て
い
く
。

	

補
助
申
請
の
中
に
は
先
着
順
と

い
う
も
の
も
あ
り
、
よ
り
早
い
情
報

収
集
が
必
要
で
あ
る
が
ど
の
よ
う
な

体
制
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

	

法
令
や
制
度
改
正
な
ど
、
本
市

の
施
策
に
関
連
す
る
も
の
は
、
積
極

的
に
国
や
県
に
問
い
合
わ
せ
、
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ご
み
の
戸
別
収
集
に
つ
い
て

	

障
が
い
を
持
っ
た
方
や
高
齢
者

な
ど
、
ゴ
ミ
の
搬
出
に
不
便
を
感
じ

き
が
可
能
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
。

　「
大
切
な
命
と
地
域
を
守
る
」
た

め
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
防
災
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
情
報
伝
達
体
制
や
避
難
体
制
の
確

立
に
努
め
、
総
合
的
な
防
災
体
制
の
推

進
を
図
る
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

	

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
更

新
に
よ
り
、
ど
う
変
わ
る
の
か
。

	

中
継
局
、
再
送
信
子
局
及
び

屋
外
拡
声
子
局
の
機
器
類
等
の
更

新
や
、
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い
箇
所

に
つ
い
て
は
、
高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー

に
変
更
す
る
等
の
改
善
を
行
う
。
ま

た
、
防
災
行
政
無
線
と
連
携
し
た
防

災
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
防

災
行
政
無
線
の
情
報
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
、
文
字
や
音
声
に
よ
り
取

得
す
る
事
が
可
能
と
な
り
、
更
な
る

情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
を
図
る
。

	

ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ

の
普
及
状
況
と
今
後
の
利
活
用
は
考

え
て
い
る
の
か
。

	

11
月
末
の
登
録
件
数
は
１
万
773

件
で
、
今
後
も
引
き
続
き
、
避
難
に

関
す
る
災
害
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報

や
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
熱
中
症
へ

の
警
戒
、
交
通
安
全
啓
発
等
、
様
々

な
行
政
情
報
の
発
信
を
行
い
、
更
な

る
普
及
に
努
め
る
。

て
お
ら
れ
る
。
ゴ
ミ
の
個
別
収
集
を

し
て
い
る
自
治
体
が
近
隣
で
も
あ
る

が
、
本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
の
か
。

	

ゴ
ミ
捨
て
場
ま
で
運
ぶ
の
が
困

難
な
方
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル
パ
ー
や

近
所
の
方
の
協
力
に
よ
り
ゴ
ミ
出
し

を
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
導
入
の
検
討

は
し
て
い
な
い
が
、
先
進
自
治
体
の

情
報
収
集
を
行
い
、
高
齢
者
等
を
支

え
る
体
制
の
構
築
に
務
め
て
い
く
。

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て	

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
係
る
合
理

的
配
慮
が
、
民
間
施
設
に
つ
い
て
も

義
務
化
さ
れ
る
。
公
共
施
設
に
お
い

て
は
改
善
が
進
ん
で
い
る
が
、
利
用

者
の
視
点
で
改
善
が
、
点
か
ら
線
と

な
っ
て
い
る
か
、
今
一
度
点
検
し
改

善
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
	

県
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
指
針
の
指
標
５
項
目
に
つ
い
て
、

車
椅
子
利
用
者
駐
車
区
画
63
％
・

ス
ロ
ー
プ
60
％
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

40
％
・
車
椅
子
利
用
者
用
ト
イ
レ

66
％
・
視
覚
障
が
い
者
誘
導
用
ブ

ロ
ッ
ク
38
％
の
整
備
率
で
あ
る
。
今

後
も
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
適
切
に
整
備
し
て

い
く
と
と
も
に
、
人
的
な
対
応
で
補

う
合
理
的
配
慮
に
よ
っ
て
、
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
努
め
て
い
く
。
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議 活 報会 動 告

ＱＲコードから居住する地域の
ハザードマップや避難所等を、
一度家族と確認しておいてくだ
さい。

10
24

11
３

12
２

11
16・17 第24回東京懇話会に出席

第16回たつの市民まつりに出展

高知県安芸市議会との姉妹都
市交流会を４年ぶりに実施

高知県安芸市新庁舎落成記念
式典に出席

　たつの市にゆかりがあり、首都圏の各界で活躍
している方 と々の情報交換及び意見交換を通じ
て、参加者間のネットワーク構築・強化を図るた
めの機会として、東京都内で開催されています。
本市議会からは、楠議長が出席されました。

　姉妹都市の高知県安芸市の新庁舎落成記念
式典に、楠議長が出席しました。
　竣工記念として、たつの市花である「さくら」
を記念植樹しました。

　安芸市とは、童謡を通じたまちづくりの縁に
より、合併前の平成元年から姉妹都市の交流を
行い、２年に１度交互に訪問しています。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
断していた交流を、４年ぶりに再開し、安芸市
役所の新庁舎見学などを行い、情報交換や交流
を深めました。

　（一社）兵庫県治山林道協会様にご協力い
ただき、防災意識向上のため、３Ｄ立体映像装
置「びっくりくん」や、小学校区ごとのハザード
マップの展示を行いました。

▲新庁舎落成記念式典の様子

▲竣工記念植樹の「さくら」

▲顔合わせの様子

（場所：都市センターホテル）

▲安芸市役所新庁舎見学の様子

▲３D立体映像装置「びっくりくん」の放映

▲盛況な議会ブース

確認はコチラから！
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議 活 報会 動 告

◆  主な議会の動き  ◆

管外行政視察

10
月	

26
日
（
木
）	・	

27
日
（
金
）

	
	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
（
管
外
行
政
視
察
）

11
月	

１
日
（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

	

３
日
（
金
・
祝
）
第
16
回
た
つ
の
市
民
ま
つ
り

	

13
日
（
月
）	

子
育
て
支
援
・
少
子
化
問
題
調
査
特
別
委
員
会

	

16
日
（
木
）	・	

17
日
（
金
）

	
	

安
芸
市
議
会
姉
妹
都
市
交
流
会

	

21
日
（
火
）	

観
光
戦
略
・
地
域
産
業
調
査
特
別
委
員
会

	

24
日
（
金
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	
	

皮
革
排
水
処
理
対
策
特
別
委
員
会

	

30
日
（
木
）	

定
例
会
第
１
日

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

子
育
て
支
援
・
少
子
化
問
題
調
査
特
別
委
員
会

12
月	

５
日
（
火
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

６
日
（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

７
日
（
木
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

12
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

14
日
（
木
）	

定
例
会
第
２
日
（
一
般
質
問
）

	

15
日
（
金
）	

定
例
会
第
３
日
（
一
般
質
問
）

	

19
日
（
火
）	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	

21
日
（
木
）	

定
例
会
第
４
日

	

26
日
（
火
）	

観
光
戦
略
・
地
域
産
業
調
査
特
別
委
員
会

１
月
９
日
（
火
）	

議
会
広
報
委
員
会

	

16
日
（
火
）
〜	

18
日
（
木
）

	
	

議
会
運
営
委
員
会
（
管
外
行
政
視
察
）

	

18
日
（
木
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
（
市
民
意
見
交
換
会
）

	
23
日
（
火
）	

皮
革
排
水
処
理
対
策
特
別
委
員
会
（
管
外
行
政
視
察
）

	
24
日
（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
（
管
外
行
政
視
察
）

総務生活常任委員会
令和５年１０月２６日（木）、２７日（金）
【視察先・視察内容】
福岡県久留米市：	男女平等推進に係る施策及び男女

平等推進センター事業について
福岡県古賀市：	ＡＩ活用型オンデマンドバス「の

るーと古賀」について

　委員会では、所管する事項について先進地の優れた施策を直接視察・調査
することを通して、議会活動の一層の充実とまちづくりに役立てています。

令和５年１０月１１日（水）、１２日（木）
【視察先・視察内容】
福岡県飯塚市：	小中一貫教育校について
福岡県宗像市：	子ども基本条例について

子どもの権利相談室「ハッピークロー
バー」について

福祉文教常任委員会

令和５年１０月１１日（水）、１２日（木）
【視察先・視察内容】
長崎県長崎市：	まちぶらプロジェクトについて
山口県山口市：	農山村エリアの活性化に向けた取組

について

経済建設常任委員会

▲久留米市での現地視察の様子 ▲古賀市での視察の様子

▲山口市での視察の様子▲長崎市での現地視察の様子

▲宗像市での視察の様子▲飯塚市での現地視察の様子
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意見交換会

たつの市における子育て支援・少子化問題の
現状と課題テーマ

たつの市保育協会民間部会
　たつの市保育協会は公立12園、民間15園、市内全ての認可保育所・
幼保連携型認定こども園が加入する協会で、その民間部会です。保育
の質の向上に繋がるよう、保育士研修を実施し、毎月行う園長会で各
園の情報交換等をしています。

【主な意見】
・保育士免許を持っている人が、大都市に流れる傾向があり、人材確
保が難しくなってきている。
・物価高騰による金銭的な負担が大きくなり、子育て世帯の不安が
募っている。国の制度上でのバックアップが必要ではないか。
・親子で遊べる場所や、産婦人科が少ない。
・子育てしながら働くことや、経済的にも子育てが難しい。
・子育てと自分時間のバランスを重視する等の価値観の変化や、子育
ての金銭的・精神的負担等の情報過多により、子育ての楽しさや喜
びを感じにくくなっている。

たつの市保育協会民間部会の皆さまと
子育て支援・少子化問題調査特別委員会

実施日：令和５年１０月１８日（水）

with
子育て支援・少子化問題

調査特別委員会

たつの市保育協会民間部会

　市政やまちづくりに対する率直な意見を市民の皆さまから直接お聞きし、議会として市政への政策提言等に
反映させるため、意見交換会を開催しました。

テーマ プレーヤー達によりよい練習場所を

West Harima ClubRD
　西播磨で活動する陸上競技のクラブチーム。令和３年４月１日の創
設当時、コーチ４名、生徒４名から現在はコーチ13名、生徒約50名と
なっている。RDとは「リアルドリーム」夢をサポートする、楽しい陸上
教室を目指して活動されています。
　過去には兵庫県陸上競技大会女子100ｍ第１位、女子４×100ｍリ
レー第１位等の実績を残されています。

【主な意見】
・太子陸上競技場まで自転車で行っているが、片道１時間、往復２時
間かかる生徒もいて、帰り道は暗くて危険である。練習場所が近く
にあることで、時間の削減にもなり、勉強時間も確保できる。陸上
の練習ができる施設があれば、子ども達のモチベーションも上が
り、活躍できる選手を多く輩出でき、たつの市のアピールにつなが
ると思う。
・姫路市や太子町には公認競技場があり、上郡町、赤穂市、相生市に
は陸上競技を目的とした練習場所があるが、たつの市には無い状態
である。

West	Harima	ClubRDの皆さま

実施日：令和５年９月２７日（水）

with
福祉文教常任委員会

West Harima ClubRD
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豆
知
識
１

豆
知
識
２

豆
知
識
３

議員の豆知
識!!・ ・ ・知ってい

ますか？

さ
し
い
れ

議員は、年賀状などのあいさつ状を出して
はいけないのを知っているかな？

議員に寄附の要求をしてはいけないのを
知っているかな？

議員は、寄附をしてはいけないのを知って
いるかな？

　
令
和
８
年
春
の
開
通
に
向
け
て
建
設

中
の
、新
宮
市
街
地
と
龍
野
北
高
校
を
結

ぶ
、栗
栖
川
に
架
か
る
新
し
い
橋
の
名
称

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
よ
り
、
決

定
し
ま
し
た
。

【
名
称
】 

�

龍た
つ

北き
た

橋ば
し

　
令
和
５
年
度
に
、
元
市
議
会
議
員
の

３
名
が
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

 

春
の
叙
勲 

　
旭
日
小
綬
章
（
地
方
自
治
功
労
）

　
　
柳
生
　
陽
一
　
氏

 

秋
の
叙
勲 

　
旭
日
小
綬
章
（
地
方
自
治
功
労
）

　
　
松
下
　
信
一
郎
　
氏

　
旭
日
単
光
章
（
農
業
振
興
功
労
）

　
　
猪
澤
　
敏
一
　
氏

叙
勲
の
お
知
ら
せ

新
し
い
橋
の
名
前
が
決
定

　公職選挙法では、選挙区内の人に対し年賀状などのあい
さつ状を出すことが常時禁止されています。ただし、答礼
のため、つまり返事のための、自筆によるものは禁止され
ていません。

　選挙区内の人や団体に対して寄附をすることは、その時
期や理由がどのようなものであっても禁止されており、罰
則の対象となります。
※	議員本人が結婚披露宴、葬式等に自ら出席してその場で行う場合は、
罰則が適用されないときがあります。

　寄附するよう勧誘や要求することも禁止されています。
また、政治家を威迫して、あるいは政治家の当選、被選挙
権を失わせる目的で勧誘や要求をすると、罰則の対象とな
ります。

／
こ
れ
ダ
メ
＼

／
こ
れ
ダ
メ
＼

大切なことなのじゃ覚えておこう！

新年のご挨拶を
失礼いたしますこと、
皆さまのご理解を
お願いいたします。

寄附して
ください
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月定例会のお知らせ（予定）3
定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

2/25 26 27 28 29 3/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

定例会第1日 定例会第2日

総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

全体会

全体会

（代表質問・
一般質問）

定例会第3日
（一般質問）
定例会第4日

定例会第5日

　成山新田からの夕景で、ドローンを用いた空撮
です。
　成山新田は大根、人参の国の指定産地となって
いる、三方が海に囲まれた広大な干拓地です。
　今の時期には人参が栽培されていて、多くのトン
ネルマルチが張られており、夕日に照らされるその
風景は圧巻です。

撮影者��福田�敏和�さん（御津町・たつのカメラ部）

デ
ス
ク
メ
モ

委
員
長　

山
本�

俊
一
郎

副
委
員
長　

柴
田�　

将
之

委　
　

員　

宗
實�　

雅
典

委　
　

員　

和
田�　

美
奈

委　
　

員　

松
本�　

良
三

　

能
登
半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
ま
た
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な

年
末
年
始
を
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

思
え
ば
１
年
が
毎
年
早
く
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
調
べ
る
と
、「
ジ
ャ

ネ
ー
の
法
則
」
と
い
う
法
則
が
あ
り
、
歳

を
取
る
と
そ
の
年
齢
に
応
じ
て
１
年
の
比

率
が
小
さ
く
な
る
た
め
、
短
く
感
じ
る
そ

う
で
す
。
長
く
感
じ
た
時
は
、
そ
れ
だ
け

多
く
の
新
鮮
な
経
験
を
し
て
き
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り

ま
す
。
受
験
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
１
年

が
長
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
短
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
、

し
っ
か
り
日
頃
の
勉
強
の
成
果
を
発
揮
し

て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、12
月
定
例
会
で
は
、補
正
予
算
や
、

農
業
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
等
が
行
わ

れ
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
、
可
決
、
同
意

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。
記
事
に
は
12

月
定
例
会
の
主
な
内
容
や
、
議
会
活
動
報

告
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
た
つ
の
市
議
会
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

パソコンやスマホ・タブレットで録画映像を見よう!!

成山新田（御津町苅屋）

議会広報委員会

スマホ・タブレットはこちらから →

市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

議会だよりからQRコードで閲覧できます。

■令和6年1月25日発行
■発行  たつの市議会　  ■編集  議会広報委員会　  〒679-4192 兵庫県たつの市龍野町富永1005 -1  TEL 0791（64）3177

 今号の表紙 表紙写真大募集!

　議会広報委員会では、見やすくわかり
やすい紙面づくりに取組んでいます。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせい
ただき、今後の議会だよりの編集に反映
したいと考えています。
　ご意見は議会事務局までお寄せくだ
さい。

あなたのご意見をお聞かせください!!

《募集内容》
　たつの市内の紹介したい場所や
　季節を感じられる風景の写真
　採用されると、たつの市議会だより
の表紙に掲載されます。
　過去の写真でも撮影時期は問いま
せん。
　随時募集していますので、お気軽に
ご応募ください。
　発行予定月は（１月、４月、７月、１０
月）の４回です。

《応募条件》
・縦長写真
・３００万画素数以上
・人物の場合は個人が特定できないもの
・写真の加工をしていないもの
・個人の所有物の場合、所有者の承諾

を得たもの

《応募期限》
　たつの市議会公式 Facebookへメッ
セージまたは下記メールアドレスへ画
像データを送付してください。

 gikai@city.tatsuno.lg.jp

1292


